
１．施業を集約化し、間伐等を行う場合の補助事業

２．自分で自分の山を手入れをする場合の補助事業（自伐林家等を含む）

１９ Kami
２０２３年１０月号

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

お名前 性別 亡月日 享年 地　区

女

女

女

男

女

男

男

男

女

女

女

女

女

女

女

男

女

女

男

男

女

男

８．１

８．３

８．５

８．６

８．８

８．９

８．１２

８．１２

８．１５

８．１６

８．１７

８．１８

８．１８

８．１８

８．１９

８．１９

８．２０

８．２４

８．２５

８．２５

８．２９

８．３０

９６

７６

９６

８０

９８

８９

９０

９２

９３

９０

９６

８４

８４

９０

６５

９７

９６

９１

８６

９０

９４

８６

山

香

山

山

山

香

香

香

山

山

物

香

物

山

山

香

香

山

物

山

香

山

平山

吉野

久次

中村１

立石

小川

韮生野

本田

北組西

旭町４

別府

蕨野

上久保

逆川

旭町５

根須

五百蔵

加茂

高井

北組西

住宅

中後入

※地区名の○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。

※ご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。

香山 物

令和５年９月１日現在

前月比 

市の人口市の人口市の人口市の人口市の人口

総人口 ２５，１３２人 男 １１，９７２人 女 １３，１６０人

前月比 

山田 香北 物部１９，６０９人

世帯数 １３，１２１世帯 出生

死亡

４，０６６人

－４６人

－３０人 －８人 －８人

－２２人 －２４人

８ 月
届 出

８人

５３人

１，４５７人

転入

転出

４０世帯

３６世帯前月比 －１５世帯

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

２０ｃｍ上

１８ｃｍ～２２ｃｍ

なお、上記の単価は１㎥あたりの単価です。

最新情報についてはお問い合わせください。

【問い合わせ先】

　物部森林組合ストックヤード
（物部町中谷川３１４）☎５７－３５４０
　香美森林組合国見支所／繁藤ストックヤード
（土佐山田町繁藤１４０－７）☎５７－９１１４
木材市場に出荷する場合、合法的に伐採された木材でなけ
れば取り扱いできません。伐採の９０～３０日前までに市
役所へ届出を行ってください。

材長

４m

３m

２m

６m

樹　種

径　級

スギ（円／㎥）

曲 曲

ヒノキ（円／㎥）

市況

営業
時間

杉､弱保合。尺上買気薄で下押し。桧、強含み。元、

良材、高齢木は品薄で買気はあり堅調。まだ虫害

時期のため伐採後は早めの出荷をお願いします。

杉は買い気が弱く安値が続く、直～大曲まで３
ｍ、黒心材・低質材は４ｍ造材が有利。桧は現
状維持、低質材を含め４ｍ主体造材が有利。

直・小曲直・小曲

月曜日 ～ 金曜日 ８時 ～ １ ７ 時   （祝祭日休み）

９，０００

９，０００

１４，５００

１５，０００

１３，５００

　８，０００

９，０００

１４，０００

１５，５００

１５，０００

　９，５００

２４，０００

１１，０００

１６，０００

２２，０００

２０，５００

２２，５００

１０，０００

１３，０００

２０，５００

１９，５００

２２，５００

１５，０００

２８，０００

９，０００

９，０００

９，０００

１３，５００

１２，５００

　８，０００

　８，０００

１２，０００

１４，０００

１３，５００

９，５００

２１，０００

１１，０００

１１，０００

１７，０００

１９，０００

２１，０００

１０，０００

８，５００

１５，５００

１８，５００

２０，０００

８，０００

２４，０００

木　材　市　況

物 

部

香 

美

8月22日第4３5回市（物部） 

8月２8日第197回市（香美） 

赤ちゃん 性別 出生月日 地　区父 母

８．２

８．４

８．９

８．１８

８．２２

８．２３

８．２４

８．２９

女

女

男

男

男

男

女

男

岩次

西本町３

大西

中村３

北組西

京田

栄町

北組西

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

山

山

物

山

山

山

山

山

 　ういは

　 そ   ら

  にじはる

　　  かい

       ほまれ

         はな

    ゆきと

　

◆
一
般
投
稿
作
品
◆     　
　
　

岡
崎
桜
雲　

選

　
　

  　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

粗
煮
持
ち
ノ
ラ｢

ニ
ャ
ア｣

が
待
つ
み
か
ん
小
屋 

原　
　
　

茂

　
　
　
　
　

        　

 　
　
　
　
　
　
　

 　
　

桜
散
る
渓
流
な
が
め
て
足
湯
か
な 

伊
藤　

清
子

　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

満
願
へ
杖
を
頼
り
の
秋
遍
路 

利
根　

弘
子

         　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　

                    

身
の
丈
に
合
わ
せ
た
暮
ら
し
赤
と
ん
ぼ 
山
﨑　

貴
子

　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　

                  　

つ　

ゆ

友
よ
り
の
便
り
な
つ
か
し
梅
雨
晴
れ
間 

荒
木　

景
子

　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　

                  

地
を
た
た
き
地
を
つ
ん
ざ
く
や
盆
の
雨 

中
村　

定
子

　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　

                  　

   　
　

ぶ
ん
ご
い
も

｢

ゆ
を
か
う｣

は
土
寄
せ
の
こ
と
豊
後
芋 

明
石　

韮
生

              　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
穂
田
に
獣
柵
張
り
朝
日
ま
ぶ
し 

な　

ず　

な

　
　
　
　

   

よ
わ

秋
の
夜
半
テ
ネ
シ
ー
ワ
ル
ツ
口
ず
さ
む 

坂
元　

道
子

 　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
と
居
て
話
は
尽
き
ぬ
夏
の
果
て 

宮
地　

美
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

  

青
嵐
隠
し
た
き
も
の
見
せ
る
小
屋 

五
百
蔵
利
美

　

                           　
　
　
　

春
眠
も
関
わ
り
な
し
や
高
齢
者 

溝
渕　

龍
泉

　

                     　

    

な
で
し
こ

害
虫
に
負
け
ず
撫
子
道
の
端 

吉
川　

恵
樹

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

                       　

        

天
高
し
只
一
心
の
免
許
式 

小
松　

美
鶴

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

                       

風
光
る
赤
装
束
の
得
度
の
子 

秋
山　

英
身

                               　
　
　
　
　
　

道
わ
た
る
亀
の
手
足
の
朝
涼
し 

茂
野　

光
正

 　
　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　

                 

電
線
の
せ
は
し
な
き
影
初
燕 

原　
　

恭
子

　
　
　

   　
　
　
　
　
　

             

夕
長
し
犬
の
散
歩
の
立
話 

秋　
　
　

星

　
　
　
　
　
　
　

孫
載
せ
し
機
影
送
り
て
初
燕 

井
上　

佐
和

 

ひ
ま
わ
り

向
日
葵
の
ブ
ー
ケ
を
胸
に
娘
の
フ
ォ
ト
婚 

大
場
比
奈
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ま
ざ
ま
に
虫
の
声
き
く
狭
庭
か
な 

東　
　
　

月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

せ
り
つ
く
し

食
膳
は
野
草
三
昧
芹
土
筆 

藤
本
す
み
子

         　
　

  　
　
　

  　
　
　
　
　

                  

雲
の
峰
ぐ
ら
り
踏
み
出
す
葛
橋 

山
岸　

孝
子

         　
　

  　
　
　

  　
　
　
　
　

                  

亡
き
人
の
思
ひ
出
ば
か
り
夕
桜 

中
橋　

京
子

         　
　

  　
　
　

  　
　
　
　
　

                  

　

◆
か

ほ

く

俳

句

会

◆

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

   　

真
つ
直
ぐ
に
掛
け
る
時
計
や
涼
新
た 

乾　

真
紀
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

絵
手
紙
の
つ
ゆ
草
の
花
濡
て
ゐ
し 

岡
本　

敏
子

　
　
　
　
　
　
　
　

  

ま
さ

風
鈴
の
音
色
正
し
く
南
部
鉄 

小
松　
　

昇

　
　
　

             

き
づ
か　
　
　
　

    

か
ん
こ
ど
り

友
の
安
否
気
遣
ふ
夕
べ
閑
古
鳥 

佐
竹　

洋
子

　
　
　
　
　
　
　

      　

夜
店
の
灯
か
た
ま
り
歩
く
少
女
た
ち 

杉
山　

春
萌

　
　
　
　
　
　
　

      　

古
里
の
友
は
遠
き
て
鰯
雲 

津
野　

勝
子

 

み
み
ず                         

蚯
蚓
鳴
く
声
と
耳
鳴
り
重
な
れ
り 

津
田
吾
燈
人

                                      

昼
風
呂
に
浮
く
夏
草
の
切
れ
端
が 

野
村　

里
史

　
　
　
　
　
　
　
　

  

ゆ
か　
　
　

                             　
　
　
　
　

 　
　
　
　

風
鈴
の
音
色
懐
し
き
城
下
街 

古
川　

信
子

 
                　

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

   

ピ
カ
ド
ン
ド
ン
あ
の
日
と
同
じ
は
た
た
神 

宮
崎
た
だ
し

　
　
　

 　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ベ
ラ
ン
ダ
の
日
差
し
は
北
へ
秋
暑
し 

宗
石　

愛
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

      　
　

  

か
ゆ        

年
と
つ
て
か
ら
だ
の
痒
し
敗
戦
忌 

森
本　

之
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

 

身
ほ
と
り
に
風
無
く
百
合
の
花
い
き
れ 
山
崎
か
ず
み

                                     

し
ゅ
う
う              

鬼
瓦
一
息
つ
け
る
驟
雨
か
な 

山
﨑　

鈴
子

                                         　
　

  　

み
ょ
う
が               

和
え
物
の
味
の
決
め
手
に
茗
荷
の
子 

山
中　

明
石    

FAX

　

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53

・

５
９
５
８

今
月
の
キ
ラ
リ

広
報
委
員
会

秋
の
夜
半
テ
ネ
シ
ー
ワ
ル
ツ
口
ず
さ
む

　

秋
の
夜
は
長
く
、
家
の
明
か
り
や
月
光
、
虫
の
音
、

雨
の
音
な
ど
も
、
し
み
じ
み
と
し
て
秋
の
思
い
を
深

め
る
。

 

「
テ
ネ
シ
ー
ワ
ル
ツ
」
と
言
え
ば
、
す
ぐ
思
い
浮
か

べ
る
の
は
独
特
な
ハ
ス
キ
ー
声
の
江
利
チ
エ
ミ
で
あ

る
。
そ
の
レ
コ
ー
ド
が
発
売
さ
れ
た
の
は
昭
和
27
年

の
こ
と
。
そ
の
当
時
の
こ
と
や
、
来
し
方
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
、
「
テ
ネ
シ
ー
ワ
ル
ツ
」
を
口
ず
さ
む

作
者
。
懐
か
し
く
詩
情
豊
か
な
一
句
。

（
季
語
：
秋
の
夜
半
（
秋
）
）

夕
長
し
犬
の
散
歩
の
立
話

　

春
に
な
る
と
日
の
沈
む
時
間
が
遅
く
な
り
、
な
か

な
か
日
暮
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

　

夕
方
、
愛
犬
の
散
歩
に
出
掛
け
る
と
、
親
し
い
人

に
会
い
、
立
話
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
作
者
。
ず
い

ぶ
ん
話
を
し
た
と
思
っ
た
が
、
そ
の
わ
り
に
は
日
が

暮
れ
な
い
、
そ
の
時
の
微
妙
な
心
理
状
態
と
犬
の
在

り
よ
う
を
想
像
す
る
と
、
少
し
可
笑
し
み
も
感
じ
る
。

日
常
の
一
コ
マ
を
切
り
取
っ
た
楽
し
い
一
句
。

（
季
語
：
夕
長
し
（
春
）
）

お　

か

１８Kami
２０２３年１０月号

あ
お
あ
ら
し


